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。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
食
品
ロ
ス
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

食
料
需
給
表
を
基
に
試
算
す
る
と
、
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
我
が
国
で
は
年
間
約
九
千
百
万
ト
ン
の
農
林
水
産
物
等
が

食
用
に
供
さ
れ
、
一
部
は
加
工
、
調
理
等
の
過
程
を
経
て
、
国
民
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
民
に
供
給
さ
れ
た
食
料

の
う
ち
本
来
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
う
。
）
は
、
各
種
統
計
調

査
等
を
基
に
試
算
す
る
と
約
五
百
万
ト
ン
か
ら
九
百
万
ト
ン
発
生
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
。

ま
た
、
食
料
需
給
表
を
基
に
試
算
す
る
と
、
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
我
が
国
で
は
約
五
千
九
百
万
ト
ン
の
農
林
水
産
物

等
が
食
用
等
に
供
す
る
た
め
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
加
工
、
調
理
等
の
過
程
で
、
例
え
ば
皮
な
ど
の
通
常
の
食
習
慣
に
お
い
て
廃
棄
さ
れ
る
非
可
食
部
分
が
除
か
れ
る

一
方
、
米
飯
な
ど
水
分
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
重
量
が
増
す
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
物
等
の
供
給
量
と
食
品
ロ

ス
を
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
食
品
ロ
ス
が
供
給
さ
れ
た
食
料
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
、
ま
た
、
何
人
分
の

食
料
に
当
た
る
の
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



国
民
一
人
が
一
日
当
た
り
食
事
に
よ
り
摂
取
し
た
熱
量
（
以
下
「
摂
取
熱
量
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
基
づ
き
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
摂
取
に
よ
る
熱
量
を
除
い
て
計
算
す
る
と
、
千
八
百
三
十
五
・
五
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
る
。
ま
た
、
国
民
一
人
に
一
日
当
た
り
供
給
さ
れ
た
熱
量
（
以
下
「
供
給
熱
量
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成

十
八
年
度
食
料
需
給
表
に
よ
る
と
、
二
千
五
百
五
十
・
五
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
。
摂
取
熱
量
と
供
給
熱
量
の
差
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
と
食
料
需
給
表
と
で
調
査
及
び
作
成
方
法
が
異
な
る
の
で
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、
仮
に
両

熱
量
の
差
を
計
算
す
る
と
七
百
十
五
・
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
り
、
供
給
熱
量
の
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
ま
た
、

こ
の
摂
取
熱
量
と
供
給
熱
量
と
の
差
は
、
一
人
当
た
り
の
熱
量
を
供
給
熱
量
で
単
純
に
計
算
す
る
と
約
三
千
六
百
万
人
分
に

相
当
す
る
。

四
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
計
算
し
た
摂
取
熱
量
と
供
給
熱
量
の
差
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
及
び
作
成
方
法
が
異
な
る
の
で
、

こ
の
差
が
直
ち
に
供
給
食
料
の
う
ち
摂
取
さ
れ
な
か
っ
た
食
料
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、
供
給
食
料
の
う
ち
摂
取
さ

れ
な
か
っ
た
食
料
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
部
が
飼
料
等
に
再
生
利
用
さ
れ
て
お
り
、
一
概
に
我
が
国
に
お
け
る
食
料
の
損
失

と
み
な
す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

二



五
に
つ
い
て

世
界
の
栄
養
不
足
人
口
に
つ
い
て
は
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
が
平
成
二
十
年
十
二
月
時
点
の
暫
定
推
計
値
と
し
て
公

表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
約
九
億
六
千
三
百
万
人
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

食
料
が
食
べ
ら
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
実
態
を
改
善
す
る
こ
と
は
消
費
者
と
食
品
産
業
が
認
識
を
共
有
し
て
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
国
民
全
体
に
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
が
広
が
る
よ
う
、
事
業
者
及
び
消

費
者
に
対
す
る
普
及
啓
発
や
意
見
交
換
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


